
現地を歩き、本物に触れ、記憶に刻もう

　3年生を対象とする学外研修で、奈良・明日香へ。秋雨がそぼ降

るなか、石舞台古墳、犬養万葉記念館、飛鳥板蓋宮、万葉文化館、

飛鳥寺、入鹿首塚を見学しました。明日香は、律令国家がつくられ

た古代の政治・文化の中心であり、『古事記』『日本書記』『万葉集』

に縁が深い地です。古代人の生活や活動の跡が残る遺跡へ行き、

文化施設では出土品の復元や当時を説明するジオラマなどを見る

ことで、上代文学の世界をより鮮明にイメージできたことでしょう。

　よく学び、よく遊べ！ 私から学生たちに贈りたいメッセージです。机上

の学習だけでは、もったいない。ワクワクする気持ちを大切に、外へ

出て五感を駆使して学びましょう。歩きまわって疲れることにも、意義

があります。それこそが文学の世界に入り込む体験であり、より強く

記憶に刻まれるものです。歴史文化が暮らしに息づき、未来へつな

ごうとしている奈良で、“今・ここ”でしか触れられないものに出会い、

心を動かす喜びを知ってほしいですね。

古代文化の魅力を紹介する奈良県立万葉文化館などを見学し、上代文学を体感する。（撮影協力：奈良県立万葉文化館）

貴重な古文書に実際に触れ、整理・分類を進めながら読み込む実習。

国文学科のフィールド・アクティビティ

●飛鳥万葉踏査　●奈良公園文学散歩　●大阪天満宮見学　●歌舞伎、文楽の観劇　●日本の食文化を学ぶ体験授業

　和歌や歴史の舞台である明日香。『万葉集』に詠まれた歌碑
もあり、山や野を見ながら「この景色を表現したのだ」と想像す
るのは楽しい時間です。私が担当する授業「実地見学踏査」
では、古代文学を体感するフィールドワークを行っています。
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古文書を整理・分類し、その「連続性」に気づく

　博物館に展示されている各種史料は、誰かが大切に保存するこ

とで現世に伝えたものであり、それを整理する研究者の仕事によっ

てはじめて歴史的な記録として活用できる「史料」となったものです。

　そんな「整理される前」の状態の史料に触れる実習が、史学科

で行われました。調査の対象となったのは奈良県御所市の旧家に

代々伝わっていた古文書。教員・有志の学生たちと奈良県御所市

文化財課は、約1,000点にものぼる膨大な古文書の整理と分類を

実施しました。代々伝えられた古文書に触れ、その取い扱いや調査

方法を学ぶ貴重な機会です。膨大な史料を読み込んでパターンを

理解し、整理することで、その史料が何を伝えようとしたのかが見

えてきます。そんな史料の「連続性」を自ら見い出すことは、歴史を

学ぶ学生にとって有意義な体験です。

　調査後、学生たちは古文書が保存されていた旧家を訪問。所蔵

者のお話を聞いたり家の中を見学したりと、古の記録を今に伝えた

場所の空気を感じることが出来ました。

史学科のフィールド・アクティビティ

●教育委員会と共同で実施の山添村古文書調査（年2回）　●バスによる日帰り史跡見学会（2022年度は福井県小浜市・明通寺）
●ゼミ単位の宿泊研修（岡山・倉敷など）　●ゼミ主催の史跡・博物館などの見学会（大阪四天王寺・奈良町など）

　これまで調査がなされていない貴重な史料に触れることは、
学生にとって重要な体験です。歴史研究の基礎となる古文書
を整理し、それがどれほど慎重な調査を経て解明されていくの
か。文化財の保護と歴史研究の最前線の様子を学びましょう。
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